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　額縁の役割は、単に絵画を保護することだけではない。Penny（997 古賀訳 2003）は、絵画と額
縁の関係を主従関係にたとえ、両者の調和の重要性を説いている。相性の良い額縁は絵画の魅力をいっ
そう引き立てるものである。また、絵画そのものには目を向けていないときでも、額縁は敷物や照明
器具、家具との一体感によって、部屋の雰囲気を演出するのに一役買っている。このため、絵画が置
かれる環境によって、額縁はたびたび取り替えられてきた。額縁はそのデザイン性によって絵画を輝
かせると同時に、部屋と絵画を仲介する役割も担っているのである。
　また、額縁には、絵画をそれが設置された壁面と区別する役割もある。額縁はその厚みによって壁
面平面と絵画を切り離し、絵画が表現する世界をその中に閉じ込める。現実世界に立つ鑑賞者は、額
縁を窓口として、絵画が表現する虚構の世界に入り込むことができるのである（Bailey，2002）。額
縁は壁面との境界として絵画の独立を助け、私たちの目を作品世界へといざなう役目も持っている。
　このように、額縁は絵画作品にとってあってもなくてもよい偶然的存在なのではなく、作品の存在
構造を規定する力を持つと金田（978）は言う。しかし、はたして専門的な知識を持たない一般的な
鑑賞者はその存在価値をどの程度認識しているのだろうか。例えば、これまで美術館で出会った絵画
の中で最も好きなものを思い浮かべるように求められたときに、その絵画にどのような色・形の額縁
が取り付けられていたかまでをも即座に答えられる人は少ないのではないだろうか。
　絵画を見る際、同時に鑑賞者が目にしている（はずの）額縁の物質的な構成要素は、レリーフなど
の装飾、形、色、大きさなど多様である。また、版画や水彩画など厚みの薄い作品の場合には、額縁
と作品の間にマットと呼ばれる中枠が挿入されることが多い。しかし、このような額縁の構成要素が
鑑賞者の抱く印象に及ぼす影響について言及した研究はほとんどない（大中，2005）。絵画鑑賞にお
いて、額縁は無用のものなのだろうか。それとも、特別に意識化されないにしても、なんらかの影響
を鑑賞者に与えているのだろうか。本研究では、一般的な鑑賞者が絵画を見る際に額縁がどのような
影響を及ぼしているのかを明らかにするために、額縁の構成要素のうち形に焦点を絞り、その効果を
検討することとした。
　額縁の形は、時代の趣向や絵画の表現内容に従って、円形、楕円形、縦長の長方形あるいは横長の
長方形など、さまざまな変貌を遂げてきた（金田，978）。図形の形態的特徴と感性評価の対応関係
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については、次のような研究結果が報告されている。Oyama＆Haga（963）は、4個の線画につい
てSD法による印象測定を行い、力量性、評価性、活動性という３つの因子を見出した。そして、そ
れらの因子のうち力量性は角張っていて鋭さや硬さのある図形と、評価性は対称性と規則性があって
バランスの良い図形との間に対応がみられ、活動性は評価性とは逆に規則性があってバランスの良い
図形には当てはまりにくく、複雑性を備えた図形と結びつきやすいことが報告されている。Kikuchi
（97）は、25個のランダム図形を用い、それらを一対提示して類似性判断を求めた。得られた結果
について、多次元尺度法による解析を行ったところ、図形の属性として集約性、複雑性、対称性の３
次元が見出された。また、同様の図形についてSD法による印象評定を求めたところ、活動性、力量性、
評価性の３因子が抽出された。大山・宮埜（999）も、図形生成アルゴリズムを用いて物理的特性を
操作することで作成された6種類の図形について類似性判断を求め、多次元尺度法による解析を行っ
ており、その結果、図形の属性として、複雑性、規則性、曲線性の３つが見いだされたという。この
研究に続き、山口・王・椎名（2004）は曲線性、複雑性、規則性、開閉性という４つの形態的特徴を
軸とする32種類の図形を生成し、SD法による印象評定を求めた。その結果、柔和性、安定性、活動
性という３つの因子が抽出され、さらに、曲線性と柔和性、規則性と安定性、複雑性と活動性の間に
密接な関係がみられたことを報告している。また、図形には感性評価だけでなく、言葉との対応関係
も認められている。Köhler（929）は、それぞれ曲線と直線から成る２つの図形と２つの無意味語と
の対応関係を例に挙げ、形の象徴性とその普遍性について述べている。これについて実験による検討
を行ったOyama，Yamada＆Iwasawa（998）は、喜びや不安などの抽象語にあてはまるコンピュー
タ生成図形を選ぶように求めたところ、いくつかの語について安定的な対応関係がみられたことを報
告している。さらに、同様の実験をアジア、アメリカ、ヨーロッパなど言語の異なる９つの地域で実
施したところ、複数の図形と抽象語の対応関係に類似した傾向がみられたことが報告されており、図
形の象徴性には言語や文化を越えた普遍性があることが示唆されている（Oyama，Agostini，
Kamada，Marković，Osaka，Sakurai，Sarmány－Schuller，＆Sarris，2008）。
　一方、画枠と画像の組み合わせから得られる印象については、実際の画像を用いて検討した研究は
きわめて少ないながら、次のようなものがある。大中（2005）は、風景写真を用い、画像を取り囲む
額縁の大きさとその有無が、広視界感、伸張感、奥行感、安定感、好ましさという５つの印象評定に
与える影響について検討した。その結果、画像の大きさが一定である場合、これを取り囲む額縁が大
きくなる（つまり余白が大きくなる）と、その印象が減少したという。さらに、額縁の有無について
は、有意傾向ではあるが、額縁がある画像はないものに比べ印象を増大させることが報告されている。
また、Latto（2004）は、モンドリアンの絵画８点を用い、それらを回転させて提示した際の美的好
ましさの変化を検討している。実験に用いられたモンドリアンの絵画は正方形のものとひし形のもの
があり、いずれも幾何学的な垂直線と水平線で構成されていた。回転前の絵画において、輪郭の形状
の違いについて印象の比較を行ったところ、正方形の輪郭を持った絵画のほうが好ましいと判断され
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た。しかし、これらの絵画を回転させて、輪郭が垂直水平方向に平行になる場合（正方形）と斜めに
傾いた場合（ひし形）を比較すると、両者の好ましさ評定値に有意差はなかった。この結果から、実
験参加者が美的な好ましさを感じるのは画中の直線と輪郭が平行の場合であり、輪郭の形状と絵画表
現との組み合わせが鑑賞者の印象に影響を及ぼすことが示された。　
　これらの研究を受け、本研究ではまず、様々な形の額縁を絵画と組み合わせ、額縁の形態的特徴に
よって絵画の印象がどのように変化するのかを調べた。次に、額縁と絵画の距離つまり余白（マット）
の大きさを変化させ、印象に及ぼす影響を検討した。また、大中（2005）が用いた刺激は風景写真１
種類であったが、本研究ではこれを数種類の絵画に替え、絵画と額縁の組み合わせによって、額縁の
効果に違いがみられるかどうかもあわせて確認を行った。
予備調査
方法
　絵画と形容詞の選定　実験に先立ち、研究に用いる絵画と形容詞の選定を行った。印象が固定され
る可能性があるため、美術の教科書に掲載されているような一般的によく知られている絵画を避け、
あまり有名ではなく、作者や題材の異なる26点の西洋画（人物画８点、風景画９点、静物画４点、抽
象画５点）を用意した。これらの絵画を形と大きさが均一になるよう0×0㎝にトリミングした。形
容詞は、SD法を利用した研究をまとめた井上・小林（985）を参考に、特に芸術領域において使用
頻度が高かった46個の形容詞を用い、心理学を専攻する大学院生名に対し各絵画の印象に当てはま
るものを全て選ぶよう求めた。次に、形容詞をポジティブ語、ネガティブ語、ニュートラル語に分類
し、絵画ごとに選択された形容詞を集計した。その結果、絵画は、ポジティブ語、ネガティブ語とも
にバランス良く選択されていた人物画と風景画各２点、静物画と抽象画各１点の計６点（Figure１）を、
形容詞は、選択数の少なかったものを省いた後、残ったものの中から正反対の意味を持つものを組み
合わせた2対（陽気な－陰気な、繊細な－おおざっぱな、快い－不快な、安心な－不安な、やわらか
い－かたい、鋭い－鈍い、はげしい－おだやかな、暖かい－冷たい、動的な－静的な、良い－悪い、
重い－軽い、面白い－つまらない、派手な－地味な、好きな－嫌いな、明るい－暗い、強い－弱い、
嬉しい－悲しい、緊張した－ゆるんだ、美しい－醜い、安定した－不安定な、騒がしい－静かな）を
用いることとした。
　評定用紙　評定用紙にはA４用紙を用い、上部に6.5×6.5㎝の大きさのカラー絵画を１点、その下
に評定スケール（７段階）をプリントした。これらの評定用紙６枚をランダムな順序で綴り、さらに
表紙（フェイスシート）を加えた冊子を作成した。
　参加者　大学生87名（男性35名、女性52名、平均年齢20.3歳）。
　手続き　大学の授業時間の一部を利用し、冊子を配布、その場で回収した。回答にあたっては、絵
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Figure１.予備調査に用いた６点の絵画
注）作者名と作品タイトル。絵画１：マネ≪ラテュイユ親父の店≫、絵画２：ムーア≪牧歌≫、
絵画３：ピサロ≪モンフーコーの農場≫、絵画４：ホックニー≪ニコルズ・キャニオン≫、
絵画５：ボナール≪化粧室≫、絵画６：バルテュス≪コメルス・サン・タンドレ小路≫。
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をよく観察し、得られた印象が左右に配置した形容詞のどちらに近いかを評定するよう求めた（SD
法）。回答は個人のペースで行われ、要した時間は0～5分程度であった。
　評定値の集計　各形容詞対について、ポジティブ語について“非常に当てはまる”を７、“かなり当
てはまる”を６、“やや当てはまる”を５、“どちらでもない”を４、ネガティブ語について“やや当て
はまる”を３、“かなり当てはまる”を２、“非常に当てはまる”を１として集計を行った。
結果と考察
　形容詞の選定　項目ごとの評定値を用い、因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行った。負
荷量が小さいもしくは因子間にまたがる項目を除き、最終的に各５項目からなる２因子が抽出された
（Table１）。第１因子（α＝.89）は派手な、明るい、騒がしいといった項目の負荷量が高く、“活動性”
と命名された。第２因子（α＝.83）は快い、安心な、好きなといった項目の負荷量が高く、“評価性”
と命名された。
　絵画の選定　次に、各絵画について、因子ごとの得点を求めた（Table２）。評価性はどの絵画に
おいても４前後とあまり差はなかったが、活動性は2.5～5.5の幅があった。この結果より、刺激の多
様性を確保しつつ、回答者の負担を軽減するため、活動性・評価性ともに高かった絵画１（以下“マネ”
と表記）、活動性が低く評価性は中程度の絵画３（以下“ピサロ”と表記）、評価性はやや低いが活動
性が最も高かった絵画４（以下“ホックニー”と表記）を以降の実験に用いることとした。
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Table　１
絵画６点の印象評定における因子分析結果
Table　２
各絵画の活動性・評価性平均値（SD）
研究１
目的
　異なる形態的特徴を有する額縁と絵画を組み合わせた刺激を用い、額縁の形状による印象の違いを
検討する。　
方法
　実験参加者　大学生34名（男性4名、女性20名、平均年齢8.4歳）。
　刺激　予備調査にて選定された絵画３点に、先行研究（山口他，2004）を参考に作成され、栗川（202）
においても使用された、形状の異なる４種類の額縁（a～d）を組み合わせ、合計2個の刺激を作成
した（Figure２）。絵画の大きさは4.7×4.7㎝、額縁の大きさは約5×2㎝の範囲内であった。また、
額縁の色は黒で線の太さは２㎜、余白（マット）は白色であった。
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Figure２.４種類の額縁と絵画の組み合わせ
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　A４用紙の上部にこれらの刺激を１枚につき１つ配置し、その下には予備調査にて選定された0個
の形容詞対からなる評定スケール（７段階）を配置した。これらの評定用紙2枚をランダムな順序で
綴り、さらに表紙（フェイスシート）を加えた冊子を作成した。
　手続き　予備調査と同様、SD法による印象評定を求めた。授業時間の一部を利用し、教室で冊子
を配布し、その場で回収した。回答の際には、刺激全体をよく観察するよう教示を行った。回答は個
人のペースで行われ、要した時間は0～5分程度であった。
結果と考察
　活動性・評価性得点　各刺激について、予備調査で得られた２つの因子（活動性・評価性）の得点
を算出した（Figure３）。信頼性係数は活動性がα＝.84、評価性がα＝.87で、いずれも十分な高さ
であった。次に、これらの得点について、絵画（３点）×額縁（４種類）の２要因分散分析を行った。
結果、活動性・評価性両方において絵と額縁の交互作用が有意であった（活動性：F（6，98）＝
2.39、評価性：F（6，98）＝5.35、いずれもp＜.0）。さらに、下位検定（ライアン法）を行った結
果について、以下で詳しく記述する。
　額縁の形態的特徴と印象の対応関係　まず、活動性・評価性両方について、額縁の単純主効果が全
ての絵画に認められた（活動性：“マネ”F（3，297）＝5.7；“ピサロ”F（3，297）＝9.30；“ホックニー”
F（3，297）＝30.43、評価性：“マネ”F（3，297）＝32.84；“ピサロ”F（3，297）＝5.47；“ホックニー”F
（3，297）＝22.、すべてp＜.0）。さらに、多重比較を行ったところ、Figure３（a）に示すような
額縁間の印象の差異が明らかとなった。評価性については、３つの絵画に共通して、額縁a・bが額
縁c・dに比べ有意に高いという結果が得られた。これより、額縁aとbに共通する形態的特徴である
規則性、対称性が評価性と対応すると考えられる。一方、活動性については、“ホックニー”のみ額縁
bに高い値が認められたものの、額縁a・b・cと比べて額縁dの値が高いことがFigure３より読み取
れる。これより、額縁dの形態的特徴である直線と鋭角、不規則性などが、活動性と対応すると考え
られる。
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Figure3.　４種類の額縁と絵画の組み合わせにおける評価性・活動性得点
注） （a）は各絵画における額縁間の印象の差異、（b）は各額縁における絵画間の印象の差異を示したもので
ある。
　絵画間の差異　次に、絵画の単純主効果の検定を行ったところ、活動性については全ての額縁にお
いて有意であり（額縁a：F（2，264）＝56.09、額縁b：F（2，264）＝4.87、額縁c：F（2，264）＝
67.98、額縁d：F（2，264）＝60.9、すべてp＜.0）、評価性については額縁a・bにおいて有意であっ
た（額縁a：F（2，264）＝6.02、額縁b：F（2，264）＝9.9、いずれもp＜.0）。さらに多重比較を行っ
たところ、Figure３（b）に示したような有意差がみられた。図からわかるように、活動性は、“ホッ
クニー”、“マネ”、“ピサロ”の順に高くなっており、予備調査において確認された“ピサロ”の活動性
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額縁の大きさと余白（マット）の面積
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の低さが額縁と組み合わせた本実験の場合にも反映されたと考えられる。また、評価性は、額縁a・
bともに“マネ”と“ホックニー”が高く、“ピサロ”が低くなっていた。予備調査における“ホックニー”
の評価性は本実験に用いた３つの絵画の中で最も低かったが、額縁a・bを組み合わせたことによっ
て印象の増大がみられた。
研究２
目的
　研究１において、額縁c・dは部分的に絵画と接する点があり、額縁の大きさによって絵画の大き
さも決定された。しかし、額縁a・bは絵画と接する点がなく、額縁と絵画の間の距離はさまざまに
設定することが可能であった。そこで研究２では額縁の大きさを変化させ、額縁と絵の距離、つまり
余白（マット）の大きさが印象に及ぼす影響を検討することとした。また、額縁なし条件を新たに設
定し、額縁の有無による印象の変化も確認することとした。
方法
　実験参加者　研究１とは異なる大学生70名（男性36名、女性34名、平均年齢2.0歳）。
　刺激　研究１で用いたのと同じ３種類の絵画に、額縁a（正方形）およびb（円形）を組み合わせ
たものを刺激として用いた。絵画の大きさは一定（4.7×4.7㎝）とし、額縁の大きさをTable３に示
すように４段階に設定した。また、研究１では余白の色は白であったが、額縁が刺激の一部であると
認識されないおそれがあるため、研究２では余白（マット）の色をごく薄い黄色とした。評定尺度は
研究１と同様であり、額縁aとbそれぞれについて、４段階の大きさの額縁と３種類の絵画を組み合
わせた刺激2個と額縁なし３個、合計5個の刺激の評定用紙と表紙を１綴りとした。なお、どちらの
冊子も刺激の提示順序はランダムであった。
　手続き　研究１と同様であった。
結果と考察
　各刺激について活動性・評価性得点を算出し、両得点について、額縁の形状（a・b）×額縁の大
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Figure4.　額縁の形状と大きさ別の活動性・評価性得点
きさ（５種類）×絵画（３種類）の３要因分散分析を行ったところ、評価性においては額縁の形状と
大きさ、活動性においては絵画と額縁の大きさという、それぞれ異なる交互作用が確認された。以下、
分析の結果について詳しく記述する。
　額縁の形状と大きさの効果　Figure４に示したのは、額縁の形状と大きさ別の活動性・評価性得点
である。分散分析の結果、評価性において、額縁の形状と大きさの交互作用が有意であった（F（4，
272）＝4.72,　p＜.0）。さらに、単純主効果の検定を行ったところ、最も小さい額縁において、形状
の主効果が有意であった（F（，340）＝0.22,　p＜.0）。また、額縁aにおいて、額縁の大きさの主
効果が有意であった（F（4，272）＝8.27,　p＜.0）。さらに、多重比較（ライアン法）を行った結果
についてFigure４に示した。これらの結果から、額縁aの場合は、最も大きい額縁を組み合わせた場
合の評価性が最も低く、余白が小さくなるにつれて評価性が上昇することが明らかとなった。一方、
額縁bの場合、主効果はみられなかったものの、Figure４に示したように最大（b１）と最小（b４）
の額縁に比べ中程度の大きさ（b２・b３）の値が高く、最小の額縁（b４）における評価性の値が額
縁aよりも有意に低かった。このことより、額縁bの場合、額縁と絵が接近しすぎると評価性が低下
すると考えられる。
　一方、活動性においては、評価性においてみられたような額縁の大きさや形状による差はみられず、
活動性は余白（マット）の大きさに影響を受けないことが示された。
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Figure5.　　絵と額縁の大きさ別の活動性・評価性得点
額縁の形状と大きさが絵画の印象に及ぼす影響　　栗川　直子
　絵画による違い　分散分析の結果、絵と額縁の大きさについて、活動性における交互作用が有意で
あった（F（8，544）＝3.49,　p＜.0）。さらに単純主効果の検定を行ったところ、額縁の大きさすべ
てにおいて、絵の主効果が有意であった（大きさ１：F（2，680）＝73.7、大きさ２：F（2，680）＝
58.35、大きさ３：F（2，680）＝36.40、大きさ４：F（2，680）＝72.73、額縁なしF（2，680）＝
24.65、すべてp＜.0）。さらに、多重比較を行った結果、どの大きさの額縁においても“ホックニー”、
“マネ”、“ピサロ”の順で活動性が高くなっていた（Figure５）。また、額縁なし条件においても“ピ
サロ”の活動性評定値は最も低く、研究１と同様、絵画が元々持っている活動性の低さが額縁と組み
合わせた場合にも反映されたと言える。
　額縁の有無の影響　次に、額縁の有無による印象の変化を確認するために、絵と額縁の形状の組み
合わせごとに、額縁の大きさ（額縁なしを含む）による活動性・評価性得点の違いについて検討した。
分散分析の結果、活動性においては“ピサロ”の額縁a（F（4，36）＝3.82,　p＜.0）と額縁b（F（4，
36）＝6.23,　p＜.0）、評価性では“ピサロ”の額縁a（F（4，36）＝4.76,　p＜.0）と“ホックニー”
の額縁a（F（4，36）＝8.30,　p＜.0）にそれぞれ有意差がみられた。さらに、多重比較を行った結果、
“ピサロ”では額縁aの大きさ３および額縁bの大きさ１と３において、額縁があるほうが活動性が高
いという結果が得られた。また、評価性については大きさ４において、額縁があるほうが高い傾向が
みられた。一方、“ホックニー”では、額縁aの大きさ１を組み合わせた場合、額縁なしよりも評価性
が有意に低いという結果が得られた。以上のことから、額縁の形状や余白の大きさによって、絵と組
み合わせた際の印象が向上する場合と逆に低下する場合があることが明らかとなった。
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総合考察
　額縁の形状の効果　研究１では、形態的特徴の異なる４種類の額縁と３点の絵画を組み合わせて、
印象と額縁の形状の対応関係を検討した。その結果、絵画によって高低差はみられたものの、全体と
して、規則性・対称性を有する額縁a（正方形）や額縁b（円形）を組み合わせると評価性が向上し、
不規則で直線と鋭角からなる額縁dを組み合わせると活動性が向上することが明らかとなった。図形
の形態的特徴と印象の対応関係について、規則的な図形が評価性と、複雑で直線的な図形が活動性と
対応することが明らかにされている（Oyama＆Haga，963；山口他，2004）。また、絵画の輪郭の
形状と印象の対応関係について検討した栗川（203）では、調和性・柔和性という２つの印象を取り
上げ、正方形や円などの規則性・対称性を持った輪郭が絵の調和性を向上させることが報告されてい
る。調和性とは美しい、よい、評価したなどの項目を含む、落ち着きや安定の良さを示す因子であり、
本研究における評価性と対応するものと考えられる。
　ゲシュタルト心理学において、図形の規則性や対称性は形のよさを決める要因とされる。一方、活
動性の高かった額縁dは、爆発や騒音を連想させる表現として、漫画やデザインに用いられることが
多い。規則性や対称性が安定感・不動性をもたらすのとは逆に、不規則性や複雑性は不安定さや躍動
感と結びつきやすい（Oyama＆Haga，963）。このように、形には感性評価との対応関係があり、
形が額縁として絵画と組み合されたときには、その対応関係が絵画全体の印象に影響を及ぼすのだと
考えられる。
余白（マット）の大きさの効果　研究２では、絵画の大きさを固定した上で余白（マット）の大きさ
を４段階に変化させたときの印象の違いを検討した。その結果、額縁の形状により余白（マット）の
大きさの効果に違いがあることが明らかとなった。額縁が正方形の場合、余白が小さくなるにつれて
評価性が高くなっていたが、円形の場合、評価性は中程度の大きさにおいてピークを迎え、最小にな
ると再び低下していた。長方形の画像と額縁を用いた大中（2005）の研究では、余白が小さくなるに
つれて評価感、好ましさ、広視界感が上昇しており、本研究の正方形の場合の結果はこれと一致して
いるといえる。しかし、円形の場合はこれに従う結果とはならなかった。これについては次の２つの
理由が考えられる。１つ目は、絵画の四隅が額縁と接していたことである。一見すると、額縁との接
点があることによって絵画の位置が定まり、より評価感が高まるように思える。しかしながら、本研
究の結果をみると、評価感を高めるためには、絵画と額縁が接しない程度に適度な大きさの余白をと
るほうがよいといえそうである。２つ目は、絵画の形状がすべて正方形で統一されていたことである。
このため、円形の額縁と組み合わせた場合、絵画と額縁の距離はどこをとっても一定というわけでは
なく、狭い部分と広い部分ができた。また、額縁と絵画の形状の不一致が評価性の評価に影響を及ぼ
した可能性もある。この点については今度、新たな実験条件を設定するなどさらなる検討を要するだ
ろう。
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　以上のように、余白の大きさは評価性に影響を及ぼすことが明らかとなったが、一方、活動性につ
いてはほとんど影響がみられなかった。このことより、余白の大きさは全体的な絵画の印象を左右す
るわけではなく、好ましさや快さ、安定感など評価の次元において影響を及ぼすことが示された。
額縁の有無の効果　研究２の結果から、額縁の有無の影響は、額縁の形状と余白（マット）の大きさ
により異なることが示された。額縁の形状別にみると、正方形の額縁を組み合わせた場合、“ピサロ”
では大きさ４が額縁なしと比べ評価性を上昇させていたが、“ホックニー”では大きさ１が額縁なしよ
りも評価性を低下させるという結果が得られた。また、活動性は、“ピサロ”の大きさ３のみ額縁な
しより有意に高い値がみられたが、その他の絵画においてはどの大きさの場合にも有意差がみられな
かった。一方、円形の額縁を組み合わせた場合、“ピサロ”においてのみ活動性に有意差がみられた
ものの、その他の絵と額縁とを組み合わせた場合には評価性・活動性ともに額縁なしとの差はみられ
なかった。これより、正方形の額縁は評価性の増大に寄与する傾向があるが、円形の額縁の場合およ
び活動性の増大については余白（マット）の大きさの影響はほとんどみられないことが示された。
まとめ　本研究の目的は、額縁が絵画の印象に及ぼす影響を検討することであった。形および余白の
大きさに注目して実験を行ったところ、額縁の形態的特徴と印象の対応関係、余白の大きさと額縁の
有無が絵画の印象に及ぼす影響が明らかとなった。現在、私たちが目にすることのできる絵画作品の
数は膨大な数に上り、その表現も多岐にわたる。このため、実験刺激として実際の絵画作品を用いる
ことは、時に、条件の統制や結果の一般化を困難にさせる。しかし、一方で、実際の絵画作品でしか
引き出し得ない鑑賞者の反応もあるだろう。今後研究を重ねていくことで本研究において得られた知
見の精度をよりいっそう高めると同時に、他作品への適用を検討していくことが必要であると考える。
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